
第一主主薬

§ I 薬晶の純度反び取扱ひに就て
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製法合枇別に薬品の品位表示符号虎を列記すれば下の如し.1旦し大鰐その純度の高きものより

低きに従って逐次下位に配列す．

A) Kahlbaurn祉

“Kahlbaurn”品名の次に記せるもの．最高純度．

“Kahlbaum”Zur Analyse“rnit Guarantieschein”品位は“Kahlbaum”ものと同程度なるも

分析用に供する便宜上特別の検査を施しその成績表を添附せる品．

zur Analyse普通分析用に供する純良品．

reinst最純と稽す．

rein純と稀す．

共の他， ドイツ局方， gereinigt（精製）, techn. （普通品或は工業用品）等あり．

B) Merck枇

G.R.=Guaranteed Reagents “Merck （通常議して“保諮附”と稀し分析用品）．

extra pure最純と稀す．

pure純と稽す．

共の他局法， purified（精製）, corn'l or techn. （普通品或は工業用品）等あり．

保詮付 Merck製品に封しては薬品中に存在する不純物の極大量を金製品に就き表示したパ

ンフレツト（1936）が Merck枇より議行されてゐる． 叉同パンフレツトには一般試験法も記

漣されてゐるから必要に臆じて参考とするに使である．

C) 園産．品

園産品には多くの種類がある．例へば和多利，片山，武田，小島，宇井，等の製I品がある．

之等にも若干の品位あり．例へば和多利には， 1. G.R.基本標準保設試薬， 2. 分析用試薬

3. 純精化皐薬があり，片山製には， 1)G. R.保詮書付， 2)E. P.最純， 3)p純， 4) 局方

治まある．

和多利の分析用及び片山の G.R.は E.Merckの Prufangder cltem. ReagenzienαザReinlteit,

4 th Edition (1931）及び StαηdardsαndTests for Reagent Chemicals”by B. L. Murray, New 

York, ( 1927）に依って試験されてゐる．

命ほ，薬品の純度に就ては，石橋雅義著の容量分析貫験指針（カニヤ書店）；分析試薬殊に分

析規準樫の純粋度の項を参照せられ度い．

薬品の車位量は 500gr, 450 gr, 250 gr, 100 gr, 50 gr, 25 gr, 10 gr, 1 gr等で一定薬品につい

ては以上の内 2～3種位であり， 比較的安債で多量使用されるものは 500gr入等が多く，比

較的高債で一般に需要の少友い有機薬品は 25gr入等となってゐる．併し同一薬品で 500gr入

と 25gr入とがあるものに就いて債格を比較すると， 25gr入は割合にして通常2倍高債であ

るから，薬品を購入する際に必要ならば成可容量の大友るものを濯ぷぺきである．併し多量に

必要友揚合でも，開栓する事により空気中の酸素，炭酸瓦斯，謀、気の潟K分解，風解，潮解，吸
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漁等の費化を著しく行ふものは濫りに容量の大友るを求むぺきで友い．叉如何に高級純度の薬

品でも一度開栓されたものは命多量残存する共，他の賞験者は之をヲi績き使用する際にその純

度に信を置か左いから，購入する際に成丈必要最小量を求むぺきである．巳むを得宇残存して

倫定分使用し得るものは趨営危栓をして充分パラフインその他で密閉し出来れば之に；直営友

心費えをして置くと後日便利である．特に揮護性の酸類， 有機溶媒，等は密栓し長かざれば，

その薬品の自然減量のみ友らす＝寅験室内の金属性器物を腐蝕し賞験室内の空気を汚濁し薬品の

レッテJレを傷け或は火災の因を友す等賞験に不測の妨害を輿へるからとの賠も軽視すべきでな

い．向ほ新らしく薬品を求め関栓する揚合薬品の純度を減ぜざる様慎重にすぺきである．屡々

薬品のコルク栓を瓶内に突き入れる事がある．従って何同も開栓使用する必要のある揚合は新

らしくパラフイン漬せるコルク栓叉はゴム栓（ベンゼ、ンその他で表面を清海にせるもの）の和大

友るものを以て元の栓と換えゐくが使利である．叉パラフインにて密閉せる瓶口より栓を抜く

際はその直前に少しく之を温めて沿くとパラフインの粉末が瓶内に落ちる事が友い．

第二章硝子及び石英

硝子及び、石英花開ずる委しい事は丈獣（1）～（4）を参！？告されたい．

§ 2 物理的並びに化事的性質

詳細は交歓(1),(2）に譲る事とし此庭では吾々の教室で普通用ひられてゐる硝子類の性質を

簡単に述ぺる．先づその組成は

Normal-Natronka1kglas (Si02 75ふ CaO11.6, Na20 12.9) 

Normal-Kalikalkglas (Si02 70.8, CaO 10.9, K20 18.3) 

Normal-Kalibleiglas (Si02 53.4, PbO 32.7, K20 13.8) 

Pyrexglas (Si02 80.75, B203 12.0, AlP3 2.2, CaO 0.3, Na20 4.1, K20 0.1, Fe203 0.25) 

Terexは略と Pyrexと同様と忠はれる．

突に硝子やJ.k品で・作った容器を高温度のもとで真空にヲiく揚合何度位まで容器が蟹形せす＝外

墜に耐え得るかと云ふ事はその容器の形，壁の厚さにより一定して居友いが大鰹さたの表に示さ

，れてゐる程度である．叉硝子や水晶を通過し得る光の波長の限界もその厚さに上り費るが大腿

下記の如きものである．

第一表

翻光の限界波長山卜鰭にて鄭ナミ出正｜ 封入し得る金麗

放ガラス ｜ 幼50 i 400°C f Pt, Pt代用線

Pyrex I 3000 I 500°C I W 

熔融水品 I 1却O～1800 ¥ 1200°c l現在適設なるもの無し

並ガラス， Pyrex(Terex），水品開の熔接はいづれの二者間Kても不可能左のは勿論である．故

に普通磨合せを用ひる．二者の間に少しづっ膨脹係数の異った硝子類を挿入して接合したもの

がある・之を用ふれば磨合せの部分を無くする事が出来るからグ l).....ズやワックスの如き好ま




